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(57) Abstract: A n operating system (100) includes mobile
terminal devices (300, 400) having display panels, and an im
age display device (200) provided with: a display unit that
displays images; a transmission unit that transmits data for
generating a user interface according to the display specifica
tions of each display panel to the mobile terminal devices
(300, 400); and a processing unit that executes processing for
images displayed on the display unit. The mobile terminal
devices (300, 400) generate the user interface from data that
i s received and supply the same to a user, and send informa
tion concerning operations by the user to the image display
device (200) as information for executing processing. Thus, a
presenter can suitably and remotely operate an image being
displayed using operating screen icons on the mobile terminal
device during a presentation.

(57) 要約： 操作システム 1 0 0 は、表示パネル
を有する携帯端末装置 3 0 0 、 4 0 0 と、画像を
表示する表示部、各表示パネルの表示仕様に応 じ
たユーザインタ一フヱイスを生成するためのデ一
タを各携帯端末装置 3 0 0 、 4 0 0 に送信する送
信部、及び、表示部に表示された画像に対する処
理を実行する処理部を備えた画像表示装置 2 0 0

200 Image display device とを含み、各携帯端末装置 3 0 0 、 4 0 0 は、受
300 First terminal device 信 したデータか らユーザインタ一フヱイスを生成
00 Second terminal device してユーザに提供 し、ユーザによる操作に関する
500 Wireless router 情報を、処理を実行させるための情報として画像

表示装置 2 0 0 に送信する。これにより、プレゼ
ンテ一シヨン時に発表者は、表示される画像を、

携帯端末装置の操作画面のアイコンを用し て適切に遠隔操作することが可能となる。



明 細 書

発明の名称 ：

表示画像の操作システム、 それを構成する画像表示装置、及びその制御方

法

技術分野

[0001 ] 本発明は、 プレゼンテーシ ョン等において使用され、画像表示装置に表示

される画像 に対する操作を行なうシステムに関 し、特 に、指定 した携帯端末

装置により遠隔操作可能な、表示画像の操作シ ステ ム、 それを構成する画像

表示装置、及びその制御方法に関する。

背景技術

[0002] 近年、 タツチ描画画像表示装置の 1 つである、会議等で用い られる電子黒

板 と して、様 々な構成のものが実用化されている。特 に、大型の表示画面を

有する画像表示装置 と、 タツチパネル等の 2 次元における位置座標 を検知す

る入力装置 とを組合せ、 コンピュータシステムと して構成 された電子黒板装

置が利用されている。大型の電子黒板装置は、 プレゼンテーシ ョン等にも使

用されている。

[0003] 一般的に、電子黒板装置は、ペ ン等によって指定される位置座標及び移動

量の情報 を逐次読取 り、 読取 つた情報 を元に入力の軌跡 を画像表示装置に表

示する。 これによつて、電子黒板装置は手書 き入力等の、電子黒板 と しての

動作を実現 している。

[0004] 大型の電子黒板装置を用いて会議又はプレゼンテーシ ョンを行なう場合、

発表者は、表示内容に対 して何 らかの操作 （文字の書込み等）をするときに

は、表示画面の方を向いて行なう。 これは、聴衆に背中を向けることにな り

、好ま しくない。 これを避 けるために、別の端末装置を用いて表示内容に対

する操作を遠隔操作によって行なうことが考 え られる。

[0005] 遠隔操作に関 しては、例えば、特開 2 0 0 0 _ 7 8 3 0 2 号公報 （以下、

' 3 0 2 号公報 という）に、 P H S 端末を用いて家電製品、照明装置、及び



自動車等を遠隔操作するシステムが開示されている。このシステムでは、 P

H S 端末が、各種電気製品に装備された送受信制御装置と無線通信 し、各電

気製品側から送信された操作メニューをP H S 端末の画面に表示する。ュ一

ザは、 P H S 端末の表示メニューを操作 して電気製品を遠隔操作する。

[0006] また、特開 2 0 0 2 —2 4 7 5 3 9 号公報 （以下、' 5 3 9 号公報という

) には、インタ一ネット経由で取得 した電子データを表示できるネットヮ一

クプロジェクタ装置を、インタ一ネッ卜経由で遠隔操作する技術が開示され

ている。このプロジェクタ装置はW e b ページを提供するW e b サーバを備

えており、このプロジェクタ装置を操作するための操作画面デ一タを操作用

情報機器に送信する。ュ一ザは、操作用情報機器のW e b ブラウザによって

表示される画面上で操作することによって、プロジェクタ装置を遠隔操作す

る。

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0007] しか し、' 3 0 2 号公報に開示されたシステムでは、遠隔操作装置である

P H S の表示画面が小さいので、可能な操作が限定され、操作が難 しい問題

がある。近年普及 しているスマー トフォン等は表示解像度が向上 しているが

、表示画面が小さいので、同様の問題がある。また、， 3 0 2 号公報及び'

5 3 9 号公報によっては、プレゼンテ一ション画面に直接書込みを行なうこ

とができない問題がある。

[0008] さらに、実際のプレゼンテーション又は会議等においては、発表者が着座

して説明する場合、演壇上を移動 しながら説明する場合、又は表示画面の近

くまで行って説明する場合等、発表形式には種々のタイプがある。 1 つのプ

レゼンテ一シヨン中に、着座と移動とを頻繁に繰返す発表者もいる。' 3 0

2 号公報及び' 5 3 9 号公報に開示された技術は、これらに適切に対応する

こともできない。

[0009] これは、電子黒板装置に限らず、プロジェクタ装置、又はマルチディスプ

レイ装置等の大型の画像表示装置を用いてプレゼンテーション又は会議等を



行な う場合 に共通 して生 じる問題 である。

[001 0] したが って、本発明は、 プ レゼ ンテーシ ョン等で使用 され、画像表示装置

に表示 され る画像 を、発表者 の発表形式等 に応 じて適切 に携帯端末装置で遠

隔操作することが可能な、表示画像 の操作 シ ス テ ム、 それ を構成 する画像表

示装置、及びその制御方法 を提供 することを目的 とする。

課題を解決するための手段

[001 1] 上記 の 目的は、下記 によって達成 することがで きる。

[001 2] 本発 明の第 1 の局面 に係 る画像表示装置 は、画像 を表示する表示部 と、画

像 を表示する表示パ ネル を有 する携帯端末装置の表示パ ネルの表示仕様 に応

じたユーザィ ンタ一 フェイスを生成 するためのデータを、携帯端末装置 に送

信 する送信部 と、表示部 に表示 された画像 に対する処理 を実行する処理部 と

、処理部 に処理 を実行 させ るための情報 を携帯端末装置か ら受信 する受信部

とを備 える。処理 を実行 させ るための情報 は、データが携帯端末装置 によつ

て処理 され ることによってユーザ に提供 され るユーザィ ンタ一 フェイスを介

したユーザの操作 に関する情報 である。

[001 3] 好 ま しくは、 ユーザイ ンタ一 フェイスを生成 するためのデータは、携帯端

末装置 によって処理 され ることによって、部分画像 を含む、表示パ ネル に表

示 され る画面が生成 され るデータであ り、送信部 は、複数 の携帯端末装置の

各 々に、各 々の表示仕様 に応 じたユーザィ ンタ一 フェイスを生成 するための

データを送信 し、処理部 は、複数 の携帯端末装置の各 々の表示パ ネル に表示

され る画面 に含 まれ る部分画像 が選択 された ことを表 す情報 に応 じて、選択

された当該部分画像 に対応する処理 を、表示部 に表示 された画像 に対 して実

行する。

[0014] よ り好 ま しくは、複数 の携帯端末装置の各 々の表示パ ネル に表示 され る画

面 は、相互 に異 なる部分画像 を含む。

[001 5] さ らに好 ま しくは、表示仕様 は、携帯端末装置の表示画面の大 きさ、表示

解像度、及び表示色数 の うちの何れかである。

[001 6] 本発 明の第 2 の局面 に係 る表示画像 の操作 シ ス テ ム は、画像 を表示する表



示パ ネル を有 する携帯端末装置 と、画像 を表示する表示部、携帯端末装置の

表示 / 《ネルの表示仕様 に応 じたュ 一 ザイ ンタ一 フェイスを生成 するためのデ

一夕を携帯端末装置 に送信 する送信部、表示部 に表示 された画像 に対する処

理 を実行する処理部、及び、処理部 に処理 を実行 させ るための情報 を携帯端

末装置か ら受信 する受信部 を備 えた画像表示装置 とを含む。携帯端末装置 は

、受信 したデータか らユーザイ ンタ一 フェイスを生成 して、 ユーザ に提供 し

、 ユーザイ ンタ一 フェイスを介 した当該ユーザの操作 に関する情報 を、処理

を実行 させ るための情報 と して、受信部 に送信 する。

[001 7] 本発 明の第 3 の局面 に係 る制御方法 は、画像 を表示する表示部 と、データ

の送受信部 と、表示部 に表示 された画像 に対する処理 を実行する処理部 とを

備 えた画像表示装置の制御方法であ って、画像 を表示する表示パ ネル を有 す

る携帯端末装置か ら、送受信部 によ り、表示パ ネルの表示仕様 に関する情報

を取得 するステ ップと、取得 した表示仕様 に関する情報 に応 じたュ 一 ザィ ン

ター フェイスを生成 するためのデータを、送受信部 によ り、携帯端末装置 に

送信 するステ ップと、表示部 に画像 を表示するステ ップと、携帯端末装置 に

よってデータか ら生成 され るユーザィ ンタ一 フェイスを介 したユーザの操作

に関する情報 を、携帯端末装置か ら送受信部 によ り取得 するステ ップと、 ュ

一ザの操作 に関する情報 に対応する処理 を、表示部 に表示 された画像 に対 し

て、処理部 によ り実行するステ ップとを含む。

発明の効果

[001 8] 本発 明によれば、 プ レゼ ンテーシ ョン又 は会議等 において、画像表示装置

に表示 され る画像 を、携帯端末装置 によって提供 され るュ一ザィ ンタ一 フエ

イスを用いて適切 に遠隔操作することが可能 となる。

[001 9] また、予め端末装置 に操作用のアプ リケー シ ョンをイ ンス トー ル する必要

がない。 したが って、 そのような手 間を省 くことがで き、個人所有 の携帯端

末装置 を速やかに利用することがで き、 アプ リケ一シ ョンをィ ンス トールす

るための記憶領域 を端末装置 に確保 する必要 もない。

[0020] 操作 に使用 され る複数台の携帯端末装置の各 々に、表示仕様 （携帯端末装



置の表示画面の大きさ、表示解像度、及び表示色数等）に応 じて、異なる部

分画像 （操作用アイコン）を含む操作画面を表示することによって、発表者

が適宜端末装置を選択 して、効率的に発表を行なうことができる。例えば、

操作に使用する携帯端末装置の 1台を、主催者が用意 したタブレツ卜装置と

し、これに加えて発表者が所有するスマー トフォンを使用可能にすることに

よって、発表者は使い慣れたスマー トフォンを用いて容易に操作を行なうこ

とができる。

[0021 ] また、 2 台の携帯端末装置の一方の携帯端末装置で指示 した操作の結果を

、画像表示装置に表示するとともに、他方の携帯端末装置にも表示すること

により、他方の携帯端末装置上での操作が容易になる。

[0022] また、使用可能な携帯端末装置を自動的に検索することによって、操作に

使用する携帯端末装置の指定を容易に行なうことができる。

図面の簡単な説明

[0023] [ 図1]本発明の実施の形態に係る表示画像の操作システムの構成を示すプロッ

ク図である。

[図2]本発明の実施の形態に係る表示画像の操作システムを構成する画像表示

装置の概略構成を示すプロック図である。

[図3]本発明の実施の形態に係る表示画像の操作システムを構成する画像表示

装置の表示画面例を示す図である。

[図4]本発明の実施の形態に係る表示画像の操作システムを構成する第 1端末

装置の概略構成を示すプロック図である。

[図5]本発明の実施の形態に係る表示画像の操作システムを構成する第 2 端末

装置の概略構成を示すプロック図である。

[図6]画像表示装置の表示内容を端末装置で操作することを可能にするための

プログラムの制御構造を示すフローチヤ一 卜である。

[図7]本発明の実施の形態に係る表示画像の操作システムを構成する画像表示

装置において、検索された端末装置を表示する画面例を示す図である。

[図8] 第 1端末装置の表示画面例を示す図である。



[ 図9]第 2 端末装置の表示画面例を示す図である。

[図10]第 1及び第 2 端末装置を使用する場合における第 1端末装置の表示画

面例を示す図である。

[図11]第 1及び第 2 端末装置を使用する場合における第 1端末装置の表示画

面例を示す図である。

[図12]第 1及び第 2 端末装置を使用する場合における第 1端末装置の表示画

面例を示す図である。

[図13]第 1端末装置のみを使用する場合における第 1端末装置の表示画面例

を示す図である。

[図14]第 1及び第 2 端末装置を使用する場合における第 2 端末装置の表示画

面例を示す図である。

[図15]第 1及び第 2 端末装置を使用する場合における第 1端末装置の表示画

面例を示す図である。

[図16]図 1 とは別のシステム構成を示すプロック図である。

[図17]図 1 6 のシステム構成において使用される第 2 端末装置の表示画面例

を示す図である。

[図18]画像表示装置の表示内容を端末装置で操作することを可能にするため

のプログラムの、図6 とは別の制御構造を示すフローチヤ一卜である。

[図19]第 2 端末装置の表示画面例を示す図である。

[図20] 第 2 端末装置の表示画面例を示す図である。

[図2 1]第 2 端末装置に入力された音声内容に対応する文字が画像表示装置に

表示された状態を示す図である。

発明を実施するための形態
[0024] 以下の実施の形態では、同一の部品には同一の参照番号を付してある。そ

れらの名称及び機能も同一である。したがって、それらについての詳細な説

明は繰返さない。

[0025] 図 1 を参照して、本発明の実施の形態に係る表示画像の操作システム 1 0

0 は、画像表示装置 2 0 0 、第 1端末装置 3 0 0 、第 2 端末装置4 0 0 、及



び無線ルータ 5 0 0 を備えて構成される。画像表示装置 2 0 0 及び無線ル一

タ 5 0 0 は、有線でネッ卜ワーク5 1 0 に接続されている。画像表示装置 2

0 0 は、例えば、タツチ操作によって描画可能な大画面の電子黒板装置であ

る。第 1端末装置 3 0 0 及び第 2 端末装置 4 0 0 は携帯端末装置である。第

1端末装置 3 0 0 は、例えば 1 0 インチ程度の表示画面を有するタブレツ卜

装置である。第 2 端末装置 4 0 0 は、例えば、タブレット装置よりもサイズ

の小さい （数インチ程度）表示画面を有するスマ一 卜フ ォ ンで ある。無線ル

—タ 5 0 0 は、 T C P I P等の所定の通信プロ トコルにしたがって、無線

通信可能な機器をネッ卜ワーク5 1 0 ( L A N及びインタ一ネッ卜を含む）

に接続するための装置である。第 1端末装置 3 0 0 及び第 2 端末装置 4 0 0

は、無線ルータ 5 0 0 を介 してネッ卜ワーク5 0 にアクセスすることがで

きる。

[0026] 図 1 には示 していないが、表示画像の操作システム 1 0 0 の周囲には、第

端末装置 3 0 0 及び第 2 端末装置 4 0 0 以外の無線通信可能な端末装置が

存在 している場合がある。

[0027] 図 2 を参照 して、画像表示装置 2 0 0 は、画像表示装置 2 0 0 全体を制御

する制御部 （以下、C P U という） 2 0 2 と、プログラム等を記憶するため

のR O M ( R e a d O n l y M e m o r y ) 2 0 4 と、揮発性の記憶装

置であるR A M ( R a n d o m A c c e s s M e m o r y ) 2 0 6 と、

記憶部 2 0 8 と、バス 2 2 0 とを備えている。 R O M 2 0 4 には、画像表示

装置 2 0 0 の動作を制御するのに必要なプログラム及びデータが記憶されて

いる。記憶部 2 0 8 は、通電が遮断された場合にもデータを保持する不揮発

性の記憶装置であり、例えば、ハー ドディスク ドライブ、又はフラッシュメ

モリ等である。記憶部 2 0 8 は着脱可能に構成されていてもよい。

[0028] C P U 2 0 2 、 R O M 2 0 4 、 R A M 2 0 6 、及び記憶部 2 0 8 はバ ス 2

2 0 に接続されている。各部間のデータ （制御情報を含む）交換は、バス 2

2 0 を介 して行なわれる。C P U 2 0 2 は、ノくス 2 2 0 を介 して R O M 2 0

4 からプログラムをR A M 2 0 6 上に読出して、 R A M 2 0 6 の一部を作業



領域 と してプログラムを実行する。即ち、 C P U 2 0 2 は、 R O M 2 0 4 に

格納 されているプログラムに したがって画像表示装置 2 0 0 を構成する各部

の制御 を行ない、画像表示装置 2 0 0 の各機能を実現する。

[0029] R A M 2 0 6 は、画像 を表示するための ビデオメモ リと しての機能を備え

ている。即ち、 R A M 2 0 6 の一部はV R A M と して使用される。 R A M 2

0 6 とは別にV R A M を備える構成であってもよい。

[0030] 画像表示装置 2 0 0 はさらに、表示部 2 0 、表示制御部 2 2 、操作部

4 、及び通信 I F 部 2 6 を備えている。 ここでは、画像表示装置 2 0

0 は電子黒板装置であると して説明する。

[0031 ] 表示部 2 0 は、画像 を表示するための表示パネル （液晶パネル等）であ

る。表示制御部 2 2 は、表示部 2 0 を駆動するための駆動部 を備え、 R

A M 2 0 6 に記憶 された画像データを所定のタイミングで読出 し、表示部 2

1 0 に画像 と して表示するための信号を生成 して、表示部 2 0 に出力する

。表示される画像データは、 C P U 2 0 2 が記憶部 2 0 8 か ら読出 して、 R

A M 2 0 6 に伝送する。

[0032] 通信 I F 部 2 6 は、例えば N I C ( N e t w o k I n t e r f a c

e C a d ) であ り、通信ケ一プルでハ プ （図示せず）等に接続 され、 こ

れを介 してネッ トワーク 5 1 0 に接続 される。 これによつて、ネッ トワーク

5 0 に接続 されたコンピュータ等 との間で画像データを送受信する。通信

1 F 部 2 6 を介 して外部か ら受信 した画像データは、記憶部 2 0 8 に記録

される。

[0033] 操作部 2 1 4 は、ュ一ザによる画像表示装置 2 0 0 に対する指示等の入力

を受付ける。電子黒板装置では、操作部 2 4 は、液晶パネル等で構成 され

た表示部 2 1 0 の上に配置され、 タツチされた位置を検出するための L E D

等を有するタツチ検出装置、及び操作キー部 （何れも図示せず）を備えてい

る。画像表示装置 2 0 0 を操作するために、表示部 2 0 にはソフ トキ一が

表示され、操作キ一部 にはハー ドキーが配置される。 C P U 2 0 2 は、 これ

らのキ一に対するユーザの操作を監視する。ユーザはこれ らのキーにタツチ



して、画像表示装置 2 0 0 に対 して、表示内容に対する処理の指示を入力す

ることができる。表示部 2 0 に表示されたソフ トキ一の選択は、タツチ検

出装置によってタツチされた位置を検出することによって行なわれる。

[0034] タッチ検出装置は、例えば公知の赤外線遮断検出方式のタッチパネルであ

る。このタツチパネルは、長方形の書込面の隣接する2 辺にそれぞれ一列に

配置された発光ダイオー ド列 （以下、 L E D列という）と、それぞれの L E

D列に対向させて一列に配置された 2 つのフォ トダイオー ド列 （以下、 P D

列という）とを備えている。 L E D列の各 L E Dから赤外線を発光 し、この

赤外線を対向するP D列の各 P Dが検出する。

[0035] ユーザがタツチペンでタツチパネル上の 1点にタツチすると、タツチペン

のペン先によって赤外線が遮断される。 したがって、タツチされた位置座標

を求めることができる。タツチペンを使用せずに、指でタツチ検出装置にタ

ツチ しても、同様にタツチされた位置を検出することができる。

[0036] タツチされた位置の検出技術は公知であるので、これ以上の説明は繰返さ

ない。また、タツチ検出装置には、赤外線遮断方式以外のタツチパネル （静

電容量方式、表面弾性波方式、又は抵抗膜方式等）を用いてもよい。静電容

量方式では、センサに近接 していれば非接触でも位置を検出することができ

る。

[0037] 画像表示装置 2 0 0 には、図 3 に示すような画面が表示される。表示部 2

1 0 の表示画面は、描画領域 2 5 0 と機能ボタン領域 2 4 0 とに区分されて

いる。描画領域 2 5 0 は、ュ一ザがタツチ操作によって描画できる領域であ

る。即ち、タツチされた点及びその移動軌跡のX Y 座標が、上記 したように

タツチ検出装置によって検出され、C P U 2 0 2 に伝送される。C P U 2 0

2 は、受信 した座標データに応 じて、 R A M 2 0 6 上の対応するメモリア ド

レスに所定値を書込む。 R A M 2 0 6 上の画像データの画素値を変更 しても

よいが、ここでは、 R A M 2 0 6 は、画像データを記憶する領域とは別に、

描画データを記憶する領域 （以下、才一バ レイ領域ともいう）を備えている

とする。この場合、例えば、才一バ レイ領域の描画されていないメモリア ド



レスのデータを " 0 " として、C P U 2 0 2 は、描画位置に対応するメモリ

ア ドレスに " 1 " を書込む。表示制御部 2 2 は、画像データと描画データ

(才一バ レイ領域のデータ）とをスーパ一インポーズして表示部 2 1 0 に表

示する。即ち、描画データがある点 （例えばオーバ レイ領域に " 1 " が記録

されている画素）では描画データを表示 （予め設定された色を表示） し、描

画データがない点 （例えば才一バ レイ領域に " 0 " が記録されている画素）

では画像データを表示する。図 3 においては、描画領域に表示された画像の

上に、描画された図形 2 7 0 が表示されている。

[0038] 機能ボタン領域 2 4 0 には、各々特定の機能が割当てられた機能ボタン2

4 2 が表示される。描画領域 2 5 0 の下部には、ページ操作領域 2 6 0 が表

示される。この領域には、ページ送りボタン2 6 2 、ページ戻 しボタン2 6

4 、及びべ一ジ番号表示欄 2 6 6 が表示される。ページ送りボタン2 6 2 は

、タツチされると、表示されているページ （画像データ）を右側に送り、次

のページを表示するためのボタンである。ページ戻 しボタン2 6 4 は、タツ

チされると、表示されているページを左側に送り、前のページを表示するた

めのボタンである。ページ番号表示欄 2 6 6 には、表示対象の複数のページ

のうち、現在表示されているページの番号が表示される。ページ操作領域 2

6 0 は、位置が固定されており、スクロール中にも移動 しない。例えば、ぺ

—ジ操作領域 2 6 0 を表示部 2 0 に表示するためのデータは、描画用の才

—バ レイ領域とは別の才一バ レイ領域に記憶 しておけばよい。

[0039] ユーザが、ページ送りボタン2 6 2 をタツチすると、タツチされた位置の

座標データがタッチ検出装置からC P U 2 0 2 に伝送され、C P U 2 0 2 は

、受信 した座標データが、ページ送りボタン2 6 2 が表示された領域内の位

置であると判定する。そして、C P U 2 0 2 は、 R A M 2 0 6 に次のページ

の画像データを伝送 し、表示制御部 2 1 2 に、ページ送りのコマン ドを伝送

する。これを受けて、表示制御部 2 1 2 は、 R A M 2 0 6 上の現在表示され

ているページに対応する画像データと、次ぺ一ジに対応する画像データとか

ら、ページ送りの途中の画像を表示するための信号を生成 し、表示部 2 0



に出力する。 これによつて、表示部 2 1 0 に、ページ送 りされている途中の

画像が表示される。

[0040] 機能ボタン 2 4 2 に割当て られる機能は、例えば、 タツチ操作による描画

機能、所定領域の描画を削除する消 しゴム機能、記憶部 2 0 8 に保存 されて

いるフ ァイル （画像データ）を開 く機能、表示されている画像データを記憶

部 2 0 8 に保存する機能、又は表示されている画像データを印刷する機能等

である。各機能ボタン 2 4 2 は、 アイコンと して表示される。 このように、

各機能ボタン 2 4 2 は、表示されている画像 に対する画像処理の実行を指示

するアイコンを含む。

[0041 ] 図 4 を参照 して、第 1 端末装置 3 0 0 は、第 1 端末装置 3 0 0 全体を制御

するC P U 3 0 2 と、 メモ リ3 0 4 と、 R A M 3 0 6 と、バス 3 2 0 とを備

えている。 メモ リ3 0 4 は、電気的に書換え可能な不揮発性の記憶装置であ

り、例えば、 フラッシュメモ リ等である。 メモ リ3 0 4 には、第 1 端末装置

3 0 0 の動作を制御するのに必要なプログラム及びデータが記憶 されている

[0042] C P U 3 0 2 、 メモ リ3 0 4 、及び R A M 3 0 6 はバス 3 2 0 に接続 され

ている。各部間のデータ （制御情報 を含む）交換は、バス 3 2 0 を介 して行

なわれる。 C P U 3 0 2 は、 ノくス 3 2 0 を介 してメモ リ3 0 4 か らプロダラ

厶を R A M 3 0 6 上 に読出 して、 R A M 3 0 6 の一部 を作業領域 と してプロ

グラムを実行する。即ち、 C P U 3 0 2 は、 メモ リ3 0 4 に格納 されている

プログラムに したがって第 1 端末装置 3 0 0 を構成する各部の制御 を行ない

、第 1 端末装置 3 0 0 の各機能を実現する。

[0043] R A M 3 0 6 は、画像 を表示するための ビデオメモ リと しての機能を備え

ている。即ち、 R A M 3 0 6 の一部はV R A M と して使用される。 R A M 3

0 6 とは別にV R A M を備える構成であってもよい。

[0044] 第 1 端末装置 3 0 0 はさらに、表示部 3 0 、表示制御部 3 2 、操作部

3 4 、及び無線 I F 部 3 6 を備えている。 ここでは、第 1 端末装置 3 0

0 はタブレツ 卜装置であると して説明する。



[0045] 表示部 3 0 は、画像を表示するための表示パネル （液晶パネル等）であ

る。表示制御部 3 2 は、表示部 3 0 を駆動するための駆動部を備え、 R

A M 3 0 6 に記憶された画像データを所定のタイミングで読出し、表示部 3

1 0 に画像として表示するための信号を生成 して、表示部 3 0 に出力する

。表示される画像データは、C P U 3 0 2 がメモリ3 0 4 から読出して、 R

A M 3 0 6 に伝送する。

[0046] 無線 I F 部 3 6 は、無線ルータとの無線通信を行ない、第 1端末装置 3

0 0 をネッ卜ヮ一ク5 0 に接続可能にする。

[0047] 操作部 3 1 4 は、ュ一ザによる第 1端末装置 3 0 0 に対する指示等の入力

を受付ける。タブレツ卜装置では、操作部 3 4 は、液晶パネル等で構成さ

れた表示部 3 0 の上に配置され、タツチされた位置を検出するためのタツ

チパネル、及び操作キー部 （何れも図示せず）を備えている。第 1端末装置

3 0 0 を操作するために、表示部 3 0 にはソフ トキーが表示され、操作キ

—部にはハー ドキーが配置される。C P U 3 0 2 は、これらのキ一に対する

ユーザの操作を監視する。ユーザはこれらのキーにタツチして、第 1端末装

置 3 0 0 に対 して指示を入力することができる。表示パネルに表示されたソ

フ トキ一の選択は、タツチパネルによってタツチされた位置を検出すること

によって行なわれる。

[0048] タツチパネルは、例えば公知のシ一 卜状のタツチパネルである。タツチ位

置の検出方法は公知であるので、ここでは説明を繰返さない。

[0049] このように構成されている第 1端末装置 3 0 0 のC P U 3 0 2 は、後述す

るように、ブラウザ （インタ一ネットのW e b ページを表示するソフ トゥェ

ァプログラム）により、画像表示装置 2 0 0 が提供するW e b ページにァク

セスし、所定データ （例えばH T M L 形式データ）を受信 し、受信 したデ一

夕から操作画面を生成 して表示部 3 1 0 に表示する。また、C P U 3 0 2 は

、W e b ページのブラウザにより、操作部 3 4 が操作されたことを検出し

、操作に応 じた要求を画像表示装置 2 0 0 に送信する。

[0050] 図 5 を参照 して、第 2 端末装置4 0 0 は、C P U 4 0 2 、メモリ4 0 4 、



R A M 4 0 6 、表示部 4 0 、表示制御部 4 2 、操作部 4 4 、無線 I F

部 4 1 6 、及びバス 4 2 0 を備えている。第 2 端末装置 4 0 0 は、第 1 端末

装置 3 0 0 と同 じ構成 を してお り、同 じ機能を有する。 したがって、差異の

みを説明 し、同 じ説明を繰返さない。第 2 端末装置 4 0 0 が第 1 端末装置 3

0 0 と異なる点は、表示部 4 0 の大 きさが表示部 3 0 よ りも小さ く、全

体 と してより小型 軽量であ り携帯性 に優れている点である。例えば、表示

部 4 0 の大 きさは 4 インチ程度であ り、表示部 3 0 の大 きさは 1 0 イン

チ程度である。

[0051 ] このように構成 されている第 2 端末装置 4 0 0 の C P U 4 0 2 は、後述す

るように、W e b ページのブラゥザにより、画像表示装置 2 0 0 が提供する

W e b ページにアクセス し、所定データ （例えば H T M L 形式データ）を受

信 し、受信 したデータか ら操作画面を生成 して表示部 4 1 0 に表示する。 ま

た、 C P U 4 0 2 は、W e b ページのブラゥザにより、操作部 4 4 が操作

されたことを検出 し、操作に応 じた要求を画像表示装置 2 0 0 に送信する。

[0052] 以下に、図 6 を参照 して、図 1 の表示画像の操作システムを用いてプレゼ

ンテ一シ ョンを可能にするために画像表示装置 2 0 0 において実行されるプ

口グラ厶の制御構造に関 して説明する。

[0053] 以下の説明では、画像表示装置 2 0 0 は会場に設置された電子黒板装置で

あ り、本 プログラムは、画像表示装置 2 0 0 の機能ボタン領域 2 4 0 に配置

された所定の機能ボタンがタツチされることによって実行されるとする。第

端末装置 3 0 0 は約 1 0 インチの表示画面を有するタブレツ 卜装置であ り

、第 2 端末装置 4 0 0 は約 4 インチの表示画面を有するスマー トフォンであ

るとする。画像表示装置 2 0 0 は、W e b ページを提供する H T T P サ一 ビ

スを実行可能である。第 1 端末装置 3 0 0 及び第 2 端末装置 4 0 0 は発表者

が操作可能な装置であ り、電源がオ ンされて無線ルータ 5 0 0 と通信可能に

なっているとする。 また、無線ルータ 5 0 0 は、画像表示装置 2 0 0 の近 く

(例 えば、 プレゼンテーシ ョンを行なう部屋の内部）に配置されているとす

る。第 1 端末装置 3 0 0 及び第 2 端末装置 4 0 0 以外に、無線ルータ 5 0 0



と無線通信可能な端末装置が存在 してもよい。例えば聴講者が、ネットヮー

ク5 0 に接続された状態のスマー トフォンを持っていてもよい。

[0054] ステップ6 0 0 において、C P U 2 0 2 は、周辺にある、無線通信でネッ

卜ワーク5 0 に接続されている端末装置の情報を取得する。具体的には、

C P U 2 0 2 は、無線ルータ 5 0 0 を介 して所定のコマン ドを無線でプロ一

ドキャス 卜し、それに対する応答を、所定時間待ち受けて、無線ルータ 5 0

0 を介 して受信する。コマン ドは、 T C P / I P等の公知のコマン ドであり

、送信先を指定せずに送信され、各機器から機器自体の情報を返信させるコ

マン ドであればよい。プロ一 ドキャス 卜には、例えばT C P / I P のプロ一

ドキャス トア ドレス " 2 5 5 . 2 5 5 . 2 5 5 . 2 5 5 " を使用する。取得

可能な情報としては、例えば、端末装置の I P ア ドレス、M A C ア ドレス、

装置名 （ホス ト名）、機種名、及び表示解像度等がある。例えば、端末装置

の I P ア ドレスを取得できれば、その I P ア ドレスに対 して、さらに情報を

送信させるコマン ド （p ί n g 、又は n s I o o k u p 等）を用いて、装置

名 （ホス ト名）、又は機種名等の追加情報を取得 してもよい。

[0055] ステップ6 0 2 において、C P U 2 0 2 は、ステップ6 0 0 で取得 した情

報の中から、携帯端末装置を選択 し、それらを特定できる情報を表示部 2 1

0 に表示する。C P U 2 0 2 は、例えば図 7 に示すように、機種名及び I P

ア ドレスをリス ト表示 し、その中から選択させる画面 2 7 2 を表示する。こ

こでは、第 1端末装置 3 0 0 及び第 2 端末装置 4 0 0 が無線ルータ 5 0 0 の

近 くにあり、電源がオンされて無線ルータ 5 0 0 と通信可能になっているの

で、これらを特定可能な情報 （機種名及び I P ア ドレス）が表示される。ュ

—ザは、第 1端末装置 3 0 0 及び第 2 端末装置 4 0 0 を特定する情報が予め

分かっていれば、 リス 卜から第 1端末装置 3 0 0 及び第 2 端末装置 4 0 0 を

選択可能である。予め分かっていなくても、各端末装置を操作 して、各端末

装置の表示部に該当する情報を表示させることができる。表示された情報を

見れば、 リス 卜中から第 1端末装置 3 0 0 及び第 2 端末装置 4 0 0 を選択可

能である。無線ルータ 5 0 0 の D H C P等の機能によって、無線通信可能な



端末装置に自動的に I P ア ドレスが割当てられる場合には、同様に各端装置

を操作 して、各端末装置の表示部に該当する情報を表示させればよい。選択

画面 2 7 2 には、例えば図 7 に示すように、タブレット装置とスマー トフ才

ンの 2 種類まで選択できる旨を表示する。例えば、 リス トにタツチされた場

合、その行が選択されたこと示すために、その行を反転 して表示する。 2 行

までは、反転表示され、さらに3 行目が選択された場合には、最初に選択さ

れ反転されている行の反転表示を元に戻す。これによつて、最大 2 台まで選

択され得る。

[0056] ステップ6 0 4 において、C P U 2 0 2 は、表示部 2 1 0 に表示 した選択

画面 2 7 2 から使用する端末装置の選択が完了したか否かを判定する。例え

ば、図 7 に示 した決定キ一 2 7 4 がタツチされ、選択されている端末装置が

所定条件を満た していれば、C P U 2 0 2 は、使用する端末装置の選択が完

了したと判定する。選択が完了したと判定された場合、制御はステップ6 0

6 に移行する。そうでなければ、ステップ6 0 4 が繰返される。制御がステ

ップ6 0 6 に移行する場合、C P U 2 0 2 は、選択画面 2 7 を消去する。

[0057] 所定条件は、予め記憶部 2 0 8 に記憶されている。例えば、使用可能な端

末装置の機種名と画面サイズ （インチ単位）とを対応させてテ一プルとして

、記憶部 2 0 8 に記憶 しておく。C P U 2 0 2 は、選択画面 2 7 2 で選択さ

れた機種名がテーブル内になければ、使用可能な端末装置が選択されていな

いと判定する。

[0058] 具体的には、 1台の端末装置が選択された場合、C P U 2 0 2 は、選択画

面 2 7 2 で選択された機種名がテ一プル内にあれば、使用可能な端末装置が

選択されたと判定する。一方、 2 台の端末装置が選択された場合、C P U 2

0 2 は、選択された 2 台の端末装置の画面サイズをテ一プルから取得 し、異

なる種類の画面サイズである場合にのみ、選択が完了したと判定する。そう

でなければ、C P U 2 0 2 は、選択が完了していないと判定 し、例えば、画

面サイズが異なる端末装置を選択すべきである旨を表示部 2 0 に表示する

。画面サイズは、例えば、所定の しきい値以上であるか否かによって 2 種類



に区分される。 しきい値は、例えば 7 インチである。 これは、後述するよう

に、画面サイズの異なる 2 台の端末装置を使用 して、画像表示装置の表示内

容を容易に操作 し、且つ効率的なプレゼンテーシ ョンを可能にするためであ

る。 1 台だけ選択された場合には、画面サイズは判定されない。第 1 端末装

置 （タブレッ ト装置） 3 0 0 及び第 2 端末装置 （スマー トフ ォ ン） 4 0 0 が

選択された場合、選択が完了 したと判定される。

[0059] ステ ップ 6 0 6 において、 C P U 2 0 2 は、ステ ップ 6 0 4 で選択された

端末装置のアクセスを許可 し、端末装置の情報 を R A M 2 0 6 に記憶する。

例えば、 C P U 2 0 2 は、選択された 1 つ又は 2 つの I P ア ドレス及び画面

サイズ （インチ数）の情報 を対応させて記憶する。 このとき、 C P U 2 0 2

は、表示部 2 1 0 に、実行 している H T T P サー ビスによって所定のW e b

ページ （後述する操作画面ページ）を提供可能な所定の U R I ( U n i f o

r m R e s o u r c e I d e n t i f i e r ) を表示する。

[0060] ステ ップ 6 0 8 において、 C P U 2 0 2 は、ステ ップ 6 0 6 でアクセスを

許可 した端末装置か らアクセスがあつたか否かを判定する。具体的には、 C

P U 2 0 2 は、所定の U R I へのアクセス要求を受信 し、その要求の中に含

まれる I P ァ ドレスが、ステ ツプ 6 0 6 で R A M 2 0 6 に記憶 した I P ア ド

レスと一致するか否かを判定する。一致 したと判定された場合、制御はステ

ップ 6 1 0 に移行する。そうでなければ、ステ ップ 6 0 8 が繰返される。一

致 した場合、 C P U 2 0 2 は、 R A M 2 0 6 に記憶 した I P ア ドレスのうち

、受信 した I P ア ドレスに対応するフラグ （アクセス許可 した端末装置か ら

のアクセスの有無を表す情報）を " 1 " にセ ッ トする （初期値 を " 0 " とす

る）。

[0061 ] ステ ップ 6 1 0 において、 C P U 2 0 2 は、 アクセス要求があった端末装

置がタブレッ ト装置 （第 1 端末装置 3 0 0 ) であるか否かを判定する。 ここ

で、 タプレツ 卜装置 とは、例えば画面サイズが 7 ィンチ以上である端末装置

を意味する。 したがって、具体的には、 C P U 2 0 2 は、 I P ア ドレスに対

応させて R A M 2 0 6 に記憶 した画面サイズの値が " 7 " 以上であるか否か



を判定することで、タブレット装置であるか否かを判定する。タブレット装

置であると判定された場合、制御はステップ6 1 2 に移行する。そうでなけ

れば、制御はステップ6 8 に移行する。

[0062] ステップ6 1 2 において、C P U 2 0 2 は、ステップ6 0 4 で 2 種類の端

末装置が選択されているか否かを判定する。具体的には、C P U 2 0 2 は、

ステップ6 0 6 で R A M 2 0 6 に記憶 した I P ァ ドレスが 2 つ存在するか否

かを判定する。 2 種類の端末装置が選択されていると判定された場合、制御

はステップ6 4 に移行する。そうでなければ、制御はステップ6 6 に移

行する。

[0063] ステップ6 1 4 おいて、C P U 2 0 2 は、ステップ6 0 8 でアクセスして

きた端末装置に対 して第 1データを送信する。第 1データは、端末装置のプ

ラウザによって表示され得る形式のデータ （例えばH T M L 形式のデータ）

であり、タブレツ卜装置の表示部 （7 インチ以上。典型的には約 1 0 インチ

) に適 した画面を生成するためのデータである。ここで、適 した画面とは、

表示される画像、アイコン、及び文字等が人に視認され易く、操作され易い

状態で表示されるように、それらのサイズ及び配置が決定されている画面を

意味する。

[0064] ステップ6 1 6 おいて、C P U 2 0 2 は、ステップ6 0 8 でアクセスして

きた端末装置に対 して第 2 データを送信する。第 2 データは、端末装置のプ

ラウザによって表示され得る形式のデータであり、タブレツ卜装置の表示部

に適 した画面を生成するためのデータである。但 し、第 2 データは、第 1デ

—夕によって生成される画面と異なる画面を生成するためのデータである。

[0065] —方、ステップ6 1 0 でタブレット装置でないと判定された場合、ステツ

プ6 1 8 おいて、C P U 2 0 2 は、ステップ6 0 8 でアクセスしてきた端末

装置に対 して第 3 データを送信する。第 3 データは、端末装置のブラウザに

よって表示され得る形式のデータであり、スマー トフォンの表示部 （7 イン

チ未満。典型的には約 4 インチ）の表示部に適 した画面を生成するためのデ

—タである。



[0066] 第 1 〜第 3 データは何れも、画像表示装置 2 0 0 の表示内容に対する操作

のためのアイコン （以下、操作用アイコンという）を含む画面を生成するた

めのデータである。後述するように、第 1データ及び第 3 データから生成さ

れるそれぞれの画面に含まれる操作用アイコンは、相補的である。即ち、第

1データを基に生成されてタブレット装置 （第 1端末装置 3 0 0 ) に表示さ

れる操作用アイコンは、第 3 データを基に生成されてスマー トフォンに表示

される操作用アイコンとは異なる。一方、第 2 データ及び第 3 データから生

成されるそれぞれの画面に含まれる操作用アイコンは、相補的ではない。第

2 データを基に生成されてタブレット装置 （第 1端末装置 3 0 0 ) に表示さ

れる操作用アイコンと、第 3 データを基に生成されてスマー トフォンに表示

される操作用アイコンとには、同 じ操作用アイコンが含まれている。第 3 デ

—夕によって表示される操作用アイコンが、第 2 データによって表示される

操作用アイコンに完全に含まれていてもよい。

[0067] ステップ6 2 0 おいて、C P U 2 0 2 は、ステップ6 0 6 で許可 した全て

の端末装置へのデータ送信が完了したか否かを判定する。完了したと判定さ

れた場合、制御はステップ6 2 2 に移行する。そうでなければ、制御はステ

ップ6 0 8 に戻る。ステップ6 0 6 では 2 つの端末装置が許可される場合が

あるので、その場合には、 2 つの端末装置にデータ送信すれば完了したと判

定される。具体的には、C P U 2 0 2 は、 R A M 2 0 6 に記憶 したフラグの

値が全て " 1 " であれば、完了したと判定 し、そうでなければ完了していな

いと判定する。

[0068] 上記のステップ6 0 8 〜ステップ6 2 0 によって、ステップ6 0 6 で許可

した端末装置に、許可 した台数に応 じたデータが送信される。ステップ6 0

4 で 2 台の端末装置 （タブレット装置及びスマー トフォン）が選択された場

合、それぞれの端末装置に適 した、相補的な操作用アイコンが含まれる画面

が生成されるデータを送信する。一方、ステップ6 0 4 で 1台の端末装置 （

タブレット装置又はスマ一 卜フォン）が選択された場合、その端末装置に適

した操作用アイコンが含まれる画面が生成されるデータを送信する。その結



果、データを受信 した端末装置 には、 ブラウザによって、受信 したデータか

ら操作用アイコンを含む操作画面が表示 される。

[0069] 例 えば、 タブ レツ 卜装置 （第 1端末装置 3 0 0 ) のみが選択 された場合、

選択 されたタブ レッ ト装置 （第 1端末装置 3 0 0 ) に、図 8 に示すように、

受信 した第 2 データを基 に生成 された画面が表示 される。 タブ レッ ト装置 （

第 1端末装置 3 0 0 ) の表示部 3 0 の表示画面 3 3 0 は、画像領域 3 4 0

と操作領域 3 5 0 とに区分 されている。画像領域 3 4 0 には、 プ レゼ ンテ一

シ ヨン時に画像表示装置 2 0 0 の表示部 2 0 に表示 される画像 と同 じ画像

が表示 される。ユーザインタ一フェイスである操作領域 3 5 0 には、画像表

示装置 2 0 0 に対する操作用アイコン、特 に画像表示装置 2 0 0 の表示部 2

1 0 に表示 された画像 に対する操作用アイコンが表示 されている。表示画像

に対する操作用アイコンと して、拡大 ' 縮小アイコン 3 5 2 、描画用ペ ンの

色 を指定するためのアイコン （以下、ペ ンの色指定アイコンという） 3 5 4

、左右スクロール アイコン 3 5 6 、描画 された線 を消すための消 しゴムアイ

コン 3 5 8 が表示 されている。表示画像 に対する操作用アイコンではないが

、画像表示装置 2 0 0 に対する操作用アイコンと して、画像表示装置 2 0 0

の表示部 2 0 に表示 させるファイル を開 くためのファイルオープンアイコ

ン 3 6 2 が表示 されている。 メニューアイコン 3 6 0 がタツチされた場合、

図 8 に表示 されていない他の操作用アイコンが表示 される。

[0070] スマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) のみが選択 された場合、選択 され

たスマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) に、図 9 に示すように、受信 した

第 3 データを基 に生成 された画面が表示 される。 スマー トフォン （第 2 端末

装置 4 0 0 ) の表示部 4 1 0 の表示画面 4 3 0 には、画像表示装置 2 0 0 の

表示部 2 0 に表示 された画像 に対する操作用アイコンが表示 されている。

具体的には、拡大 縮小アイコン 4 5 2 、左右スクロール アイコン 4 5 6 が

表示 されている。 これ らのアイコンは、ユーザインタ一フェイスを構成する

。図 9 のスマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) は、操作部 4 6 0 に、ハ一

ドウエアのバ ックキ一 4 6 2 、 トラックボール 4 6 4 、ホ一厶キ一 4 6 8 を



備 えている。 これ らのハ ー ドゥエアキ一は、 スマー トフォンの機種 によって

は装備 されていない場合があるので、画像表示装置 2 0 0 に対する操作 には

使用されない。

—方、 タブ レッ ト装置 （第 1端末装置 3 0 0 ) 及びスマー トフ ォ ン （第 2

端末装置 4 0 0 ) が選択 された場合、選択 されたタブ レッ ト装置 （第 1端末

装置 3 0 0 ) に、図 1 0 に示すように、受信 した第 1データを基 に生成 され

た画面が表示 される。選択 されたスマー トフ ォ ン （第 2 端末装置 4 0 0 ) に

は、図 9 と同 じ画面が表示 される。図 1 0 に示 したタブ レッ ト装置 （第 1端

末装置 3 0 0 ) の表示部 3 0 の表示画面 3 3 0 は、図 8 と同様 に、画像領

域 3 4 0 と操作領域 3 5 0 とに区分 されている。画像領域 3 4 0 には、 プ レ

ゼ ンテ一シ ヨン時に画像表示装置 2 0 0 の表示部 2 0 に表示 される画像 と

同 じ画像が表示 される。操作領域 3 5 0 には、画像表示装置 2 0 0 に対する

操作用アイコン、特 に画像表示装置 2 0 0 の表示部 2 0 に表示 された画像

に対する操作用アイコンが表示 されている。操作用アイコンと して、図 8 と

同 じアイコンであるペ ンの色指定アイコン 3 5 4 、消 しゴムアイコン 3 5 8

、及び、 ファイルオープンアイコン 3 6 2 が表示 されている。図 1 0 には、

これ らに加えて、各色のペ ンによって描画 される線の幅 を指定するためのァ

イコン 3 7 0 、消 しゴムの幅 を指定するためのアイコン 3 7 2 、直前 に行な

つた操作 を取消 して元の状態 に戻すためのアン ドウ一アイコン 3 7 4 、取消

した操作 を再度実行するための リ ドウ一アイコン 3 7 6 が表示 されている。

拡大 縮小アイコン 3 5 2 、及び左右スクロール アイコン 3 5 6 は表示 され

ていない。 これは、 タブ レッ ト装置 （第 1端末装置 3 0 0 ) と同時に使用す

るスマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) には、図 9 に示 したように、同 じ

操作 を実行することがで きる操作用アイコンと して、拡大 縮小アイコン 4

5 2 、左右スクロール アイコン 4 5 6 が表示 されているか らである。 タプ レ

ッ 卜装置 （第 1端末装置 3 0 0 ) 及びス マ 一 卜フ ォ ン （第 2 端末装置 4 0 0

) が選択 された場合、 タブ レッ ト装置 において、 スマー トフ ォ ンに表示 され

る操作用アイコンと同 じアイコンを表示 しないことによって、 タブ レツ 卜装



置 （第 1端末装置 3 0 0 ) の操作領域 3 5 0 を有効に使用することができ、

上記 したように、さらなる操作用アイコンを表示できる。

[0072] 端末装置への所定データの送信が完了した後、ステップ6 2 2 おいて、C

P U 2 0 2 は、画像表示装置 2 0 0 に対する操作を受けたか否かを判定する

。操作を受けたと判定された場合、制御はステップ6 2 4 に移行する。そう

でなければ、ステップ6 2 2 が繰返される。

[0073] ステツプ6 2 4 おいて、C P U 2 0 2 は、受けた操作が終了の指示であるか

否かを判定する。終了の指示は、例えば、画像表示装置 2 0 0 の電源が0 F

F されることである。終了の指示を受けたと判定された場合、本プログラム

は終了する。そうでなければ、制御はステップ6 2 6 に移行する。

[0074] ステップ6 2 6 おいて、C P U 2 0 2 は、受けた操作に該当する処理を実

行する。その後、制御はステップ6 2 2 に戻る。

[0075] 上記のステップ6 2 2 〜ステップ6 2 6 によって、発表者は選択 した端末

装置を操作 して、プレゼンテーションを容易且つ効果的に行なうことができ

る。

[0076] 例えば、発表者が、使用する端末装置としてタブレット装置 （第 1端末装

置 3 0 0 ) 及びスマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) を選択 した場合、タ

ブレット装置には図 1 0 に示 したような画面が表示され、発明者はファイル

オープンアイコン3 6 2 にタツチ して、タブレツ卜装置 （第 1端末装置 3 0

0 ) の表示部 3 0 (又は画像表示装置 2 0 0 の表示部 2 0 ) に表示され

るリス 卜から、使用 したいファイルを選択することができる。これによつて

、選択されたフアイルが画像表示装置 2 0 0 の記憶部 2 0 8 から読出され、

画像表示装置 2 0 0 の表示部 2 0 に表示される。複数のページ画像が含ま

れていれば、最初のメ一ジが表示される。同時に、タブレット装置 （第 1端

末装置 3 0 0 ) にも、図 1 1 に示すように、画像領域 3 4 0 に、画像表示装

置 2 0 0 の表示部 2 1 0 に表示される画像と同 じ画像が表示される。この状

態で、発表者は、操作領域 3 5 0 に配置された操作用アイコンにタツチする

ことによって、又は画像領域 3 4 0 にタツチすることによって、表示されて



いる画像 に対する操作 を行な うことがで きる。例 えば、発表者が、ペ ンの色

指定アイコン 3 5 4 にタツチ して描画する色 を選択 した後、 タツチペ ン 3 3

2 を用いて、ペ ン先 を画像領域 3 4 0 にタツチ したまま ドラッグすることに

よって、図 1 2 に示すように図形 2 7 0 を描画することがで きる。 これによ

つて、図 3 に示 したように、画像表示装置の表示部の画面 にも同 じ図形 2 7

0 が描画 される。 スマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) には、図 9 に示 し

たような画面が表示 されるので、画像表示装置 2 0 0 の表示部 2 0 に表示

された画像の拡大 ' 縮小、又は左右スクロールは、 スマー トフォンを操作 し

て行な うことがで きる。

[0077] 発表者がタブ レッ ト装置 （第 1端末装置 3 0 0 ) のみを選択 した場合、 そ

のタブ レツ 卜装置 には図 8 に示 したような画面が表示 され、発明者 は上記 と

同様 に使用 したいファイル を選択 して、画像表示装置 2 0 0 の表示部 2 0

に画像 を表示 させる。同時に、 タブ レッ ト装置 には、図 1 3 に示 したように

、画像領域 3 4 0 に、画像表示装置 2 0 0 の表示部 2 1 0 に表示 される画像

と同 じ画像が表示 される。 この状態で、発表者 は、図 1 2 と同様 に描画 を行

な うことがで きる。図 1 3 では、図 1 2 と異な り、拡大 縮小アイコン 3 5

2 、及び左右スクロール アイコン 3 5 6 も表示 されているので、 これ らの操

作 を 1台のタブ レツ 卜装置 （第 1端末装置 3 0 0 ) で実行することがで きる

[0078] 発表者がスマ一 卜フォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) のみを選択 した場合、 そ

のマ一 卜フォンには、図 9 に示 したような画面が表示 されるので、発表者 は

、画像表示装置 2 0 0 の表示部 2 1 0 に表示 された画像の拡大 縮小、及び

左右スクロール を、 スマ一 卜フォンを操作 して行な うことがで きる。

[0079] 以上 によって、発表者 は、 プ レゼ ンテーシ ョンを実行する前 に使用する無

線通信可能な端末装置 を選択 し、選択 した端末装置 を使用 して画像表示装置

2 0 0 に対する操作、特 に画像表示装置 2 0 0 の表示部 2 0 に表示 された

画像 に対する操作 を行な うことがで きる。発表者が 1台の端末装置 を選択 し

た場合 には、 その端末装置の表示画面のサイズに適 した操作画面がその端末



装 置 に表 示 され る。 した が って、 発表 者 は、 聴 講 者 の方 を向 いた ま ま、 容 易

且 つ効 率 的 に プ レゼ ンテ 一 シ ョンを行 な う こ とが で きる。

[0080] 発表 者 が、 画 面 サ イ ズが異 な る 2 台 の端 末装 置 を選 択 した場 合 には、 各端

末装 置 の画 面 には、 操 作 用 アイ コ ンを相 補 的 に含 む画 面 （操 作 用 アイ コ ンが

重複 しな い画 面 ） が表 示 され るの で、 発表 者 は、 よ り多 くの操 作 用 アイ コ ン

を使 用 す る こ とが で き、 聴 講 者 の方 を向 いた ま ま、 よ り容 易、 且 つ よ り効 率

的 に プ レゼ ンテ 一 シ ョンを行 な う こ とが で きる。

[0081 ] ( 第 1 の変形 例 ）

上 記 で は、 スマ ー トフ ォ ンには、 操 作 用 アイ コ ン と して拡 大 縮 小 アイ コ

ン 4 5 2 、 及 び左 右 ス ク ロール アイ コ ン 4 5 6 が表 示 され る場 合 を説 明 した

が これ に限定 され な い。 例 え ば、 図 1 4 に示 す よ うに、 画像 表 示装 置 2 0 0

の表 示部 2 0 に表 示 され て い る画像 の一部 を拡 大 す る操 作 （以 下、 パ ン操

作 とい う） が可 能 で あ って も よい。 図 1 4 で は、 表 示 画 面 4 3 0 は、 画像領

域 4 4 0 と操 作領 域 4 5 0 とに区分 され て い る。 ユ ーザ ィ ンタ一 フ ェイ スで

あ る操 作領 域 4 5 0 には、 拡 大 ' 縮 小 アイ コ ン 4 5 2 、 左 右 ス ク ロール アイ

コ ン 4 5 6 が表 示 され て い る。 画像領 域 4 4 0 には、 プ レゼ ンテ ー シ ョン時

に画像 表 示装 置 2 0 0 の表 示部 2 0 に表 示 され る画像 と同 じ画像 が表 示 さ

れ る。 画像領 域 4 4 0 上 で はパ ン領 域 4 4 4 を指 定 す る こ とが で きる。 パ ン

領 域 4 4 4 の指 定方 法 は、 例 え ば、 画像領 域 4 4 0 上 の 2 点 に タ ッチ して行

な う こ とが で きる。 タ ツチ され た 2 点 を左 上 及 び右 下 の頂 点 とす る長 方形 を

決 定 す る こ とが で きるの で、 その長 方形 をパ ン領 域 4 4 4 と して、 画像領 域

4 4 0 に描 画 すれ ば よい。 パ ン領 域 4 4 4 が決 定 され る と、 画像 表 示装 置 2

0 0 の表 示部 2 0 には、 パ ン領 域 4 4 4 に対 応 す る部 分 の画像 が拡 大表 示

され る。 2 台 の端 末装 置 が選 択 され て いれ ば、 図 1 5 に示 す よ うに タ ブ レツ

卜装 置 に も、 対 応 す る拡 大画像 が表 示 され る よ うにす る こ とが好 ま しい。 こ

の よ うに タ ブ レッ ト装 置 にお いて画像 を拡 大表 示 すれ ば、 発表 者 は、 タ プ レ

ッ 卜装 置 に表 示 され た画像 上 で の描 画 （文字 の書 込 み等 ） を、 全 画 面表 示 さ

れ て い る場 合 よ りも容 易 に行 な う こ とが で きる。 画像 表 示装 置 2 0 0 の表 示



画像を拡大せずに、タブレツ卜装置の表示画像のみを拡大表示 してもよい。

[0082] (第 2 の変形例）

プレゼンテーションの状況を考えれば、適宜、原稿をスキャンして画像表

示装置 2 0 0 の表示部 2 1 0 に表示する、又は、表示 している画面をプリン

卜できることが好ましい。そのためには、例えば、図 1 6 に示すように、印

刷及び原稿の読込 （以下、スキャンともいう）が可能な複合機である画像形

成装置 5 2 0 をネットワーク5 1 0 に接続すればよい。この場合、スマー ト

フォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) には、画像表示装置 2 0 0 から所定のデータ

を送信 して、図 1 7 に示すようなアイコンを表示する。図 1 7 のアイコンの

表示は、例えば、図 9 又は図 1 4 に示 した画面の一部に、所定のアイコンを

表示 し、それがタツチされた場合に、スマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0

) が所定のコマン ドを画像表示装置 2 0 0 に送信 し、それに応答 して画像表

示装置 2 0 0 からスマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) に、所定のデータ

を送信することで実現できる。スマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) は、

受信 したデータから、図 1 7 の画面を生成する。

[0083] プリン トアイコン4 7 0 は、画像形成装置 5 2 0 に印刷を実行させるため

のアイコンである。プリン トアイコン4 7 0 がタツチされた場合、プリン ト

指示が、スマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) から無線ルータ 5 0 0 を介

して、画像表示装置 2 0 0 に送信される。指示を受信 した画像表示装置 2 0

0 は、印刷用の画像データを生成 して、画像形成装置 5 2 0 に印刷ジョブと

して送信する （画像表示装置 2 0 0 は、画像形成装置 5 2 0 の I P ア ドレス

の情報を持っているとする）。これによつて、例えば、画像表示装置 2 0 0

の表示部 2 0 に現在表示されている画面 （描画情報を含む）のデータが、

画像表示装置 2 0 0 から画像形成装置 5 2 0 に送信され、画像形成装置 5 2

0 によってプリン 卜される。これによつて、プレゼンテーション時に描画さ

れた情報を印刷 し、複数コピー して、聴講者に配布することができる。

[0084] スキャンアイコン4 7 2 は、画像形成装置 5 2 0 にセットされた原稿をス

キャンするためのアイコンである。スキャンアイコン4 7 2 がタツチされた



場合、スキャン指示が、スマ一 卜フォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) から無線ル

—タ 5 0 0 を介 して、画像表示装置 2 0 0 に送信される。指示を受信 した画

像表示装置 2 0 0 は、画像形成装置 5 2 0 にスキャンの指示を送信する。こ

れを受信 した画像形成装置 5 2 0 は、原稿をスキャンして、生成 した画像デ

—タを画像表示装置 2 0 0 に送信する。画像表示装置 2 0 0 は、受信 した画

像データを表示部 2 1 0 に表示する。これによつて、プレゼンテーション時

に、適宜新たな情報を表示 して議論することが可能になる。スマ一 卜フォン

(第 2 端末装置 4 0 0 ) が、画像形成装置 5 2 0 の I P ア ドレス情報を持つ

ていれば、スマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) から直接画像形成装置 5

2 0 にスキャン指示を送信 してもよい。その場合にも、生成された画像デ一

タは画像表示装置 2 0 0 に送信される。

[0085] データ取込アイコン4 7 4 は、スマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) の

カメラで撮像 した画像デ一タ等の、メモリ4 0 4 に記憶された画像デ一タを

画像表示装置 2 0 0 に送信するためのアイコンである。データ取込アイコン

4 7 4 がタツチされた場合、例えば、メモリ4 0 4 に記憶されている画像デ

—夕のリス トが表示部 4 0 に表示される。表示された中からタツチ操作に

よってファイルが選択されると、そのファイルが、画像表示装置 2 0 0 に送

信される （例えば、 F T P送信される）。画像表示装置 2 0 0 は、受信 した

データを記憶部 2 0 8 に記憶 し、適宜表示部 2 0 に表示する。

[0086] (第 3 の変形例）

上記では、スマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) が選択された場合、単

独で選択されたかタブレット装置 （第 1端末装置 3 0 0 ) と共に選択された

かに依 らず、ステップ6 1 8 において、画像表示装置 2 0 0 からスマ一 トフ

オン （第 2 端末装置 4 0 0 ) に、同 じ画面を生成するための第 3 データを送

信する場合を説明 したが、これに限定されない。例えば、図 1 8 に示すよう

に、スマー トフォン （第 2 端末装置 4 0 0 ) が単独で選択されたかタブレツ

卜装置 （第 1端末装置 3 0 0 ) と共に選択されたかに応 じて、スマー トフ才

ン （第 2 端末装置 4 0 0 ) に異なるデータが送信されてもよい。図 1 8 にお



いて、図 6 と同 じ番号が付与されたステ ツプの処理は上記で説明 した通 りで

あるので、重複説明を繰返さない。

[0087] 図 1 8 が図 1 6 と異なる点は、ステ ップ 7 0 0 及びステ ップ 7 0 2 を含む

点である。ステ ップ 6 1 0 において、 アクセス要求があった端末装置がタブ

レッ ト装置 （第 1 端末装置 3 0 0 ) でないと判定された場合、ステ ップ 7 0

0 において、 C P U 2 0 2 は、ステ ップ 6 0 4 で 2 種類の端末装置が選択さ

れているか否かを判定する。具体的には、 C P U 2 0 2 は、ステ ップ 6 0 6

で R A M 2 0 6 に記憶 した I P ア ドレスが 2 つ存在するか否かを判定する。

2 種類の端末装置が選択されていると判定された場合、制御はステ ップ 6

8 に移行する。そうでなければ、制御はステ ップ 7 0 2 に移行する。

[0088] ステ ップ 7 0 2 おいて、 C P U 2 0 2 は、ステ ップ 6 0 8 でアクセス して

きた端末装置に対 して第 4 データを送信する。第 4 データは、端末装置のプ

ラウザによって表示され得 る形式のデータであ り、スマ一 卜フォンの表示部

に適 した画面を生成するためのデータである。

[0089] 第 4 データは、第 3 データによって生成 される画面 と異なる画面を生成す

るためのデータである。即ち、スマー トフォンが選択された場合、 タブレツ

卜装置 と共に選択されたか否かによって、スマ一 卜フォンに異なる操作画面

が表示される。例えば、スマー トフォンが単独で選択された場合、図 1 4 に

示 したパ ン操作が可能な画面が表示され、 タブレツ 卜と共に選択された場合

、図 9 に示 した操作画面が表示されるようにすることができる。例えば、ス

マ一 卜フォンがタブレツ 卜装置 と共に選択され、スマ一 卜フォンの操作画面

が図 9 のようになる場合には、パ ン操作は、 タブレッ ト装置に表示された画

面上で実行可能にすればよい。

[0090] (第 4 の変形例）

プレゼンテーシ ョン会場が広い場合、発表者がマイクを使用することが多

し、。スマー トフォン等の携帯端末装置は音声通話機能を有するので、 この機

能を使用できれば便利である。

[0091 ] 例 えば、図 6 のステ ップ 6 0 2 において選択された第 2 端末装置 4 0 0 が



、画像表示装置 2 0 0 にアクセスした場合、ステップ6 1 8 において、C P

U 2 0 2 は、第 3 データを送信する前に、第 2 端末装置 4 0 0 から、音声通

信機能を有するか否かを表す情報を取得する。第 2 端末装置 4 0 0 が音声通

信機能を有 していれば、C P U 2 0 2 は、第 3 データとして、図 1 9 に示す

ようなユーザィンタ一フェイスを構成するアイコンが表示されるデータを第

2 端末装置 4 0 0 に送信する。この第 3 データは第 2 端末装置 4 0 0 のブラ

ゥザによって処理されて、図 1 9 のような画面が表示される。第 2 端末装置

4 0 0 が音声通信機能を有 していなければ、C P U 2 0 2 は、第 3 データと

して、例えば図 9 に示 したようなアイコンが表示されるデータを第 2 端末装

置 4 0 0 に送信する。

[0092] 図 1 9 の表示画面 4 3 0 には、図 9 と同 じアイコンに加えて、マイクアイ

コン4 7 6 及び音量調節アイコン4 7 8 が表示されている。マイクアイコン

4 7 6 がタツチされた場合、C P U 4 0 2 は、所定のプログラムを起動する

。このプログラムによって、マイク4 8 0 から入力されるアナログ音声がサ

ンプリングされてデジタルデータが生成され、所定の音響処理 （圧縮処理、

及びパケット化処理等）が施されて通信用音声データが生成される。通信用

音声データは、無線 | F 部 4 6 から、無線ルータ 5 0 0 及びネッ卜ワーク

5 1 0 を介 して、画像表示装置 2 0 0 に送信される。画像表示装置 2 0 0 の

C P U 2 0 2 は、受信 した通信用音声データに所定の音響処理 （パケット結

合処理、及び伸長処理等）を行ない、アナログ音声を生成 し、画像表示装置

2 0 0 に装備されたスピーカ、又は会場に設置されたスピーカから出力する

[0093] 音量調節アイコン4 7 8 は、中央のバ一を上下にスライ ドさせることがで

き、これによつて音量を表すデータが変更され、通信用音声データの信号 レ

ベルが変更され、スピ一力から出力される音量が変更される。アナログ音声

からデジタルデータを生成 し、ネットワークを介 して伝送 し、アナログ信号

に復元 して音声として再生するには、公知技術を使用すればよい。

[0094] 端末装置が音声通話機能を有するか否かの情報は、画像表示装置 2 0 0 の



記憶部 2 0 8 に記憶されていてもよい。例えば、使用可能な端末装置の機種

名に対応させて、音声通話機能を有するか否かを表す情報 （フラグ）を記憶

しておく。例えば、音声通話機能を有する機種名のフラグを " 1 " にセット

し、音声通話機能を有さない機種名のフラグを " 0 " にセットにする。この

場合、図 6 のステップ6 1 8 において、C P U 2 0 2 は、記憶部 2 0 8 に記

憶されている、アクセスしてきた第 2 端末装置 4 0 0 の機種名に対応するフ

ラグが " 1 " (音声機能を有する）であるか否かを、第 3 データを送信する

前に判定する。フラグが " 1 " であれば、C P U 2 0 2 は、第 3 データとし

て、図 1 9 に示すようなアイコンが表示されるデータを第 2 端末装置 4 0 0

に送信する。フラグが " 0 " であれば、C P U 2 0 2 は、第 3 データとして

、例えば図 9 に示 したようなアイコンが表示されるデータを第 2 端末装置 4

0 0 に送信する。

[0095] このように、携帯端末装置の音声通話機能を利用することによって、別途

マイクを用意する必要がなく、 1台の携帯端末装置で、マイクの代替機能及

び画像表示装置 2 0 0 の操作機能を実現できるので、発表者は効率的にプレ

ゼンテ一ションを行なうことができる。

[0096] (第 5 の変形例）

さらに、プレゼンテーションにおいて、音声によって画像表示装置 2 0 0

を操作する、又は、音声入力 した内容を画像表示装置 2 0 0 に表示できれば

、便利である。この場合にも、第4 の変形例と同様に、端末装置の音声通話

機能を利用する。第4 の変形例と同様に、端末装置が音声通話機能を有する

か否かを判定する。画像表示装置 2 0 0 にアクセスした第 2 端末装置 4 0 0

が音声通信機能を有 していれば、C P U 2 0 2 は、第 3 データとして、図 2

0 に示すようなユーザインタ一フェイスを構成するアイコンが表示されるデ

一夕を第 2 端末装置 4 0 0 に送信する。第 2 端末装置 4 0 0 が音声通信機能

を有 していなければ、C P U 2 0 2 は、第 3 データとして、例えば図 9 に示

したようなアイコンが表示されるデータを第 2 端末装置 4 0 0 に送信する。

[0097] 図 2 0 の表示画面 4 3 0 には、図 1 9 と同 じアイコンに加えて、音声認識



アイコン4 8 2 が表示されている。音声認識アイコン4 8 2 がタツチされた

場合、C P U 4 0 2 は、所定のプログラムを起動する。このプログラムによ

つて、第4 の変形例と同様に、マイク4 8 0 から入力されたアナログ音声か

ら生成された通信用音声データが、画像表示装置 2 0 0 に送信される。この

とき、第4 の変形例と異なり、C P U 4 0 2 は、送信する通信用音声データ

が、音声として再生されるべきデータではなく、音声認識されるべきデータ

であることを表す情報 （以下、音声認識指令という）を、画像表示装置 2 0

0 に送信する。

[0098] 画像表示装置 2 0 0 のC P U 2 0 2 は、受信 した通信用音声データに所定

の音響処理 （パケット結合処理、及び伸長処理等）を行ない、デジタル音声

データを生成する。C P U 2 0 2 は、音声認識指令を受信 しているので、こ

のデジタル音声データを音声認識 し、テキス トデータを生成する。生成され

るテキス トデータは、音声データの内容に対応する文字コー ド （J I S コ一

ド、又はシフ トJ I S コー ド等）列である。音声認識には、公知技術を使用

すればよい。

[0099] 生成された文字コー ド列は、画像表示装置 2 0 0 の操作のため、又は画像

表示装置 2 0 0 の表示部 2 0 に表示するために使用される。生成された文

字コ一 ド列を用いて画像表示装置 2 0 0 を操作する場合、C P U 2 0 2 は、

生成された文字コー ド列を、予め記憶部 2 0 8 に記憶されている、画像表示

装置 2 0 0 の各操作に対応する文字コ一 ド列と比較 し、一致する文字コ一 ド

列があれば、それに対応する操作を実行する。一致する文字コー ド列がなけ

れば、エラ一を画像表示装置 2 0 0 の表示部 2 0 に表示する。実行される

操作 （予め記憶部 2 0 8 に記憶されている操作）は、画像表示装置 2 0 0 自

体の操作に限らず、表示部 2 0 に表示されている画像に対する操作であつ

てもよい。

[01 00] 生成された文字コー ド列を画像表示装置 2 0 0 に表示する場合、C P U 2

0 2 は、生成された文字コー ド列から画像データを生成 し、表示部 2 1 0 に

表示する。例えば、図 2 1 に示すように、発表者によって第 2 端末装置 4 0



0 のマイク 4 8 0 か ら入力された音声の内容 に対応する文字列が、音声認識

結果表示領域 2 8 0 に表示 される。

[01 0 1 ] 画像表示装置 2 0 0 が、音声 による操作機能、及び音声の文字表示機能 を

有する場合 には、生成 された文字 コー ド列をどのように使用するかを、 C P

U 2 0 2 が判定するための情報 は、第 2 端末装置 4 0 0 が、音声データを送

信する前 に送信すればよい。 この情報 は、例 えば、第 2 端末装置 4 0 0 で音

声認識 アイコン4 8 2 がタツチされた ときに、 C P U 4 0 2 が表示画面 4 3

0 に選択画面 を表示 し、発表者が選択することで決定される。

[01 02] 音声認識処理 は第 2 端末装置 4 0 0 において実行 されてもよい。 その場合

、第 2 端末装置 4 0 0 か らは、音声データの代わ りに音声認識結果の文字 コ

— ド列が、画像表示装置 2 0 0 に送信 される。

[01 03] このように、携帯端末装置 に入力 した音声で画像表示装置 2 0 0 を操作す

ることによって、発表者 は効率的にプ レゼ ンテ一シ ョンを行な うことがで き

る。 また、携帯端末装置 に入力 した音声の内容 を文字 と して画像表示装置 2

0 0 に表示することによって、発表者 は効果的なプ レゼ ンテ一シ ョンを行な

うことがで きる。

[01 04] 上記では、画像表示装置 2 0 0 か ら第 1 端末装置 3 0 0 及び第 2 端末装置

4 0 0 に送信 されるデータ （第 1 〜第 3 データ）が、操作用アイコン （画像

データ）を含む画面 を生成するためのデータである場合 を説明 したが、 これ

に限定されない。操作用アイコンを代替するテキス 卜が表示 される画面 を生

成するためのデータであ ってもよい。画像表示装置 2 0 0 か ら第 1 端末装置

3 0 0 及び第 2 端末装置 4 0 0 に送信 されるデータが、例 えば、 H T M L 形

式のデータである場合、 その中に適切なタグを含 ませることで、 アイコンを

使用 しな くても、テキス 卜が表示 される領域 を操作ボタンのように表示する

ことがで きる。例 えば、表 を表示するタグ< t a b I e > を用い、枠の影の

太さ、枠線の太さ、セルの背景色等 を適切 に指定すればよい。

[01 05] 上記では、画像表示装置 2 0 0 の通信 I F 部 2 1 6 が、通信ケ一プル によ

つてネ ッ 卜ワーク 5 0 に接続可能な通信装置である場合 を説明 したが、 こ



れに限定されない。通信 I F 部 2 1 6 が、第 1 端末装置 3 0 0 の無線 I F 部

3 1 6 及び第 2 端末装置 4 0 0 の無線 I F 部 4 1 6 等 と同様の装置であ って

もよい。 その場合、画像表示装置 2 0 0 は無線通信 によって、例 えば無線ル

—タ 5 0 0 を介 してネ ッ トワーク 5 1 0 にアクセスすることがで きる。 また

、画像表示装置 2 0 0 は、無線ルータ 5 0 0 の機能 を備 え、無線端末装置 と

直接通信で きるように構成 されていてもよい。

[01 06] 上記では画像表示装置 2 0 0 が使用可能な端末装置 をプロ一 ドキャス 卜に

よって検索する場合 を説明 したが、 これに限定されない。例 えば、画像表示

装置 2 0 0 が提供する非公開の U R I に、端末装置のブラウザを用いてァク

セス し、画像表示装置 2 0 0 か ら端末装置 に送信 されるデータを基 に して作

成 された画面上で、使用する端末装置 を登録するように してもよい。表示 さ

れる登録画面では、少な くとも機種名 を入力すればよい （I P ア ドレスは U

R I にアクセス した時点で画像表示装置 2 0 0 が取得済み）が、端末装置の

表示仕様 （画面サイズ、解像度、及び表示色数等）を入力 してもよい。登録

された後 は、図 6 のステ ップ 6 0 以降 と同様の処理 を実行すればよい。

[01 07] 上記では、 タブ レッ ト装置 とスマー トフォンとを使用する場合、 スマー ト

フォンでパ ン操作 を可能 と し、パ ン操作が実行 された結果 をタブ レツ 卜装置

に表示する （当然、画像表示装置 にも表示 される）場合 を説明 したが、 これ

に限定されない。即ち、 スマー トフォンで指示 した操作の結果 を、 タブ レツ

卜装置 に表示する操作は、パ ン操作以外の操作であ つてもよい。

[01 08] 上記では、 7 イ ンチ以上であるか否かによって、 タブ レッ ト装置かスマ一

卜フォンかを判定 し、異なる操作画面 を表示 させる場合 を説明 したが、 これ

に限定されない。判定の基準値 は、 7 イ ンチ と異なる値であ ってもよい。

[01 09] 上記では、 1 台又は画面サイズの異なる 2 種類の端末装置 を使用する場合

を説明 したが、 これに限定されない。 3 種類以上の画面サイズの端末装置 を

使用可能 に してもよい。 3 種類以上の端末装置 を使用する場合 にも、各端末

装置 には、相補的に操作用アイコンを表示することが好 ま しい。 これによつ

て、発表者 は、複数の端末装置の携帯性の違いを考慮 して、長時間移動 しな



が ら説明する場合、短時間移動 しなが ら説明する場合、又は着座 して説明す

る場合等、状況 に応 じて、適宜端末装置 を選択 して効率的にプ レゼ ンテーシ

ョンを行な うことがで きる。

[01 10] 上記では端末装置の表示部の画面サイズに応 じて、画像表示装置 2 0 0 か

ら異なるデータを送信する場合 を説明 したが、 これに限定されない。例 えば

、端末装置の表示仕様 に応 じた画面表示用のデータを送信 してもよい。表示

仕様 には、例 えば、表示解像度 （1 2 8 0 X 8 0 0 画素、 1 0 2 4 X 7 6 8

画素、 9 6 0 X 6 4 0 画素、又は 8 0 0 X 4 8 0 画素等）、表示色 （カラ一

又はモノクロ）、 及び表示色数 （1 6 7 7 万色、又は 2 6 万色等）等がある

。 これ らの情報 も、機種名 に対応 させて記憶部 2 0 8 に予め記憶 しておけば

、端末装置か ら取得 した機種名か ら、該当する解像度、及び表示色数 を決定

することがで きる。

[01 11] 上記では、画像表示装置 2 0 0 が電子黒板装置である場合 を説明 したが、

これに限定されない。画像表示装置 2 0 0 は、 プロジェクタ装置、又は複数

のデ ィスプ レイを配列 して大画面 を形成 したマルチデ ィスプ レイ装置であ つ

てもよい。

[01 12] 今 回開示 された実施の形態は単 に例示であ って、本発明が上記 した実施の

形態のみに制限されるわけではない。本発明の範囲は、発明の詳細な説明の

記載 を参酌 した上で、特許請求の範囲の各請求項 によって示 され、 そこに記

載 された文言 と均等の意味及び範囲内での全ての変更を含む。

産業上の利用可能性

[01 13] 本発明によれば、 プ レゼ ンテーシ ョン又は会議等 において、画像表示装置

に表示 される画像 を、携帯端末装置 によって提供 されるュ一ザィンタ一フエ

イスを用いて適切 に遠隔操作することがで きる。

符号の説明

[01 14] 1 0 0 表示画像の操作 シ ステ ム

2 0 0 画像表示装置

2 0 2 C P U



2 0 4 R O M

2 0 6 R A M

2 0 8 I恳音

2 1 0 表示部

2 1 2 表示制御部

2 1 4 操作部

2 1 6 通信 I F 部

2 2 0 パ'ス

3 0 0 第 1 き末装

4 0 0 弟 2 而未 装置

5 0 0 無線ル ー タ

5 1 0 ネ ッ 卜ヮ一 ク

5 2 0 画像形成装置



請求の範囲

[ 請求項 1 ] 画像 を表示する表示部 と、

画像 を表示する表示 / 《ネル を有する携帯端末装置の前記表示 / 《ネル

の表示仕様 に応 じたユーザインタ一フェイスを生成するためのデータ

を、前記携帯端末装置 に送信する送信部 と、

前記表示部 に表示 された画像 に対する処理 を実行する処理部 と、

前記処理部 に前記処理 を実行 させるための情報 を前記携帯端末装置

か ら受信する受信部 とを備 え、

前記処理 を実行 させるための情報 は、前記データが前記携帯端末装

置 によって処理 されることによってュ一ザに提供 される前記ュ一ザィ

ンタ一フェイスを介 した前記ュ一ザの操作 に関する情報である画像表

示装置。

[ 請求項 2 ] 前記ユーザインタ一フェイスを生成するためのデータは、前記携帯

端末装置 によって処理 されることによって、部分画像 を含む、前記表

示パネル に表示 される画面が生成 され、

前記送信部 は、複数の携帯端末装置の各 々に、各 々の前記表示仕様

に応 じた前記ユーザィンタ一フェイスを生成するためのデータを送信

し、

前記処理部 は、複数の前記携帯端末装置の各 々の前記表示パネル に

表示 される前記画面 に含 まれる部分画像が選択 された ことを表す情報

に応 じて、選択 された当該部分画像 に対応する処理 を、前記表示部 に

表示 された画像 に対 して実行する請求項 1 に記載の画像表示装置。

[ 請求項 3 ] 複数の前記携帯端末装置の各 々の表示パネル に表示 される前記画面

は、相互 に異なる部分画像 を含む請求項 2 に記載の画像表示装置。

[ 請求項 4 ] 前記表示仕様 は、前記携帯端末装置の表示画面の大 きさ、表示解像

度、及び表示色数の うちの何れかである請求項 1 に記載の画像表示装

置。

[ 請求項 5 ] 画像 を表示する表示パネル を有する携帯端末装置 と、



画像 を表示する表示部、携帯端末装置の前記表示パネルの表示仕様

に応 じたユーザィンタ一フェイスを生成するためのデータを前記携帯

端末装置 に送信する送信部、前記表示部 に表示 された画像 に対する処

理 を実行する処理部、及び、前記処理部 に前記処理 を実行 させるため

の情報 を前記携帯端末装置か ら受信する受信部 を備 えた画像表示装置

とを含み、

前記携帯端末装置は、受信 した前記データか ら前記ユーザィンター

フェイスを生成 して、ユーザに提供 し、前記ユーザインタ一フェイス

を介 した当該ユーザの操作 に関する情報 を、前記処理 を実行 させるた

めの情報 と して、前記受信部 に送信する表示画像の操作 シ ステ ム。

[ 請求項 6 ] 画像 を表示する表示部 と、

データの送受信部 と、

前記表示部 に表示 された画像 に対する処理 を実行する処理部 とを備

えた画像表示装置の制御方法であ って、

画像 を表示する表示パネル を有する携帯端末装置か ら、前記送受信

部 によ り、前記表示パネルの表示仕様 に関する情報 を取得するステ ツ

プと、

取得 した前記表示仕様 に関する情報 に応 じたュ一ザインタ一フェイ

スを生成するためのデータを、前記送受信部 によ り、前記携帯端末装

置 に送信するステ ップと、

前記表示部 に画像 を表示するステ ツプと、

前記携帯端末装置 によって前記データか ら生成 される前記ユーザィ

ンタ一フェイスを介 したュ一ザの操作 に関する情報 を、前記携帯端末

装置か ら前記送受信部 によ り取得するステ ップと、

前記ユーザの操作 に関する情報 に対応する処理 を、前記表示部 に表

示 された画像 に対 して、前記処理部 によ り実行するステ ップとを含む

画像表示装置の制御方法。
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